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第３回健康増進施設整備基本計画検討委員会 会議録 

 

１ 日時 

  令和２年（2020 年）９月 28 日（月）午後３時 20 分から午後３時 45 分まで 

 

２ 場所 

  西知多医療厚生組合 衛生センター 会議室 

 

３ 議題 

 (1) 健康増進施設整備基本計画素案について 

 

４ 出席者 

  検討委員会委員 

   委員長 西知多医療厚生組合 副管理者 佐治 錦三 

   委員      同上     副管理者 立川 泰造 

       東海市 健康福祉監      天木 倫子 

       知多市 健康部長       森下 剛 

       西知多医療厚生組合 総務部長 平岩 資久 

  健康増進施設アドバイザー 

   日本福祉大学 執行役員・教授  山本 秀人 

   名古屋市立大学 学長補佐・教授 中山 徳良 

  事務局（西知多医療厚生組合） 

   建設課長  浅井 紀克 

   建設課   加藤 輝幸 

    同上    伊藤 雅之 

    同上    竹内 佑介 

    同上    伊藤 聡一郎 
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  構成市（東海市及び知多市） 

   東海市 健康推進課 統括主任 久野 貴史 

   知多市 健康推進課長     荒谷 勝久 

   知多市 健康推進課 課長補佐 竹内 光世 

 

５ 会議内容 

 (1) 開会 

   事務局より開会挨拶 

 

 (2) 出席者紹介 

   事務局より出席者名簿に基づき紹介 

 

 (3) 職務代理者選出 

   検討委員会設置要綱第４条第３項の規定に基づき、委員長の指名により、

立川委員を職務代理者に選出 

 

 (4) 議題 

  ア 健康増進施設整備基本計画素案について 

    説明資料に基づき、事務局より説明 

 

＜意見及び質疑応答＞ 

【山本アドバイザー】 

 これまで議論した内容がきちんと反映されていると感じる。 

トレーニングジムについては、幅広い年齢層が利用することが想定される。

トレーニング機器によって対象年齢が異なることから、中学生などに対しては

体の発達に合わせた機器の取り扱いができるよう指導員を配置したり、利用講

習会で告知したりできると良いと感じる。 

プール機能の想定についても問題ないと考える。また、ユニバーサルデザイ

ン対応にも配慮された計画であると感じる。 
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【中山アドバイザー】 

 基本計画素案 P.40 の事業方式に関する類似事例のうち、「混合型＋独立採算

型」のように事業類型が併記されている事例は、どのような事業スキームで実

施されているのか。 

【事務局】 

例えば、「混合型＋独立採算型」のパターンでは、行政が要求水準として設定

した事業内容を「混合型」で行い、民間事業者の事業提案により実施される収

益施設機能等を「独立採算型」で行うこととしている事例が多い。 

【中山アドバイザー】 

「混合型＋独立採算型」となっていない事例は、基本的には民間事業者から

収益施設機能等の提案がなかった事例と認識すればよいか。 

【事務局】 

 そのとおりである。 

【中山アドバイザー】 

 概算事業費は現在価値化後の数字となっているか。 

【事務局】 

 概算事業費については現在価値化を行っていない状態で掲載している。ＶＦ

Ｍについては現在価値化を行った上で算出した結果を掲載している。 

【中山アドバイザー】 

 最適な事業方式を選定する際の各種評価については、適切に実施されている

と感じる。 

 ＰＦＩ事業を実施する上では、事業収入が事業の根幹となるが、西知多クリ

ーンセンターの売電収入見込及び利用料金収入見込については、どのように試

算されているか。 

【事務局】 

西知多クリーンセンターの売電収入見込については、ごみ処理施設整備運営

事業者が提案した事業計画を基に計算している。ごみ処理施設整備運営事業者

との事業契約の中で、計画より発電量が減少した際のペナルティ措置も設けて

いるので、そのような観点からも売電収入は確保できると考える。 
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なお、今回の売電収入見込は、将来的なごみ量・ごみ質の推移や売電単価の

推移についても想定しているため、大きな変動要因がなければ達成できると見

込んでいる。 

売電単価についても、ごみ処理施設での売電の約半分はバイオマス発電によ

るものであり、当該部分はＦＩＴ（固定価格買取制度）が適用されることから、

20 年間安定した収入が確保できると考えている。 

また、利用料金収入見込については、年間利用者数見込に対し、施設利用料

金単価を１回 500 円と想定して利用料金収入見込を算出した。なお、年間利用

者数見込については、全国の類似事例における吸引率をもとに、両市の類似施

設における利用者数の推移及び民間事業者のノウハウ活用による利用者数の増

も考慮して算出しており、適切なものと考えている。 

【委員長】 

基本計画素案について、資料のとおり取りまとめ、基本計画の策定を進めて

いくということでよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

【平岩委員】 

基本計画素案については問題ないが、先ほど中山アドバイザーから質問があ

った箇所など、資料内容が分かりにくいと考えられる箇所は、パブリックコメ

ント手続終了後に必要に応じて事務局で表現を見直していただきたい。 

【事務局】 

御意見のとおり対応する。 

また、これまでに各委員及びアドバイザーからいただいた御意見については、

今後要求水準書を作成する中でも適切に対応したい。 

 

 (5) その他 

   事務局より今後の予定を説明 

   パブリックコメント手続 

    令和２年（2020 年）10 月２日（金）から 11 月２日（月）まで 
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   第４回健康増進施設整備基本計画検討委員会の説明 

    令和２年（2020 年）11 月上旬（必要に応じて開催） 

   基本計画策定 

    令和２年（2020 年）11 月中旬 

 

＜意見及び質疑応答＞ 

【立川職務代理者】 

 パブリックコメント手続の実施については、どのように市民に周知していく

のか。 

【事務局】 

 両市の広報紙及び組合のホームページに掲載して周知を行っていく。 

 

 (6) 閉会 

   事務局より閉会挨拶 


